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国立環境研究所気候変動適応研究センター 

最終更新 2020 年 5 月 15 日 

 

R for Windows を使って netCDF 

ファイルをCSV形式に変換する手順 

 
国立環境研究所気候変動適応研究センターでは「気候シナリオデータは netCDF 形式で提

供されることが多いけど、Excel 形式(CSV 形式)でもらえませんか？」というリクエストを

受けることがたびたびあります。実は R というフリーソフトを使えば、Windows 上で簡単

に netCDF ファイルから CSV 形式のファイルに変換することができます。本書では 

（１） Windows の PC に R をインストールする方法 

（２） netCDF 形式データファイルを R で読む方法 

（３） ある地点のデータを CSV 形式のファイルとして出力する方法 

を解説します。netCDF ファイルの読み方が分からなくて研究が進まない問題の解決に役立

てば幸いです。 

 

 

R とは 

統計解析に特化したプログラミング言語であり、その実行環境を指す場合もあります。 

Windows・Linux・Mac 向けに、オープンソースの実行環境ソフトウェア（コンソール）が

提供されており、誰でも自由に使うことができます。ここでは Windows 向けの解説を行っ

ていますが、Mac でも同じようにできると思われます。 
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１．R for Windows のインストール方法について 

 

【R for Windows のインストール】 

「https://cran.r-project.org/」から、「Download R for Windows」をクリックする 

 

 

(1)  次に「base」をクリック 

 

 

https://cran.r-project.org/
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(2) 「Download R 3.1.2 for Windows」(最新版のリンク)をクリックすると、exe ファイルが

ダウンロードできます 

 

 

(3) ダウンロードした「R-3.1.2-win.exe」をダブルクリックして、インストールを実行 

します。 

【R for windows の初期設定】 

 

セットアップに使用する言語は「日本語」にします。 
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次へ 

 

 

次へ 
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インストール先はそのまま（次へ） 

 

 

マシンが 64bit なので「32bit Files」のチェックは外しておきました。 
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起動時オプションは「いいえ（デフォルトのまま）」で、変更せず 

 

 

そのまま 
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そのまま 

 

 

完了 
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【参考文献】 

https://akiyoko.hatenablog.jp/entry/2014/11/07/042801 

https://code.i-harness.com/ja-jp/q/a6969c 

https://qiita.com/IEOHS/items/eb6a5b0bb896ee024310 
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https://qiita.com/IEOHS/items/eb6a5b0bb896ee024310


9 

 

2. Ｒ for Windows で netCDF データを CSV へ変換 

ここでは netCDF ファイルのデータを加工し、CSV ファイルとして出力する。 

 

2.1 netCDF ファイルを入力する 

（１）デスクトップ上で R for Windows のアイコンをダブルクリック 

 

 

（２）下の写真のような画面が出てくる 

 
 

（３）画面上部の「パッケージ」のタブをクリックし、 

「CRAN ミラーサイトの設定」をクリックする。 

すると右図のような一覧が出てくるので、「Japan（Tokyo）」 

を選択する。 

 

 

（４）R for Windows で netCDF データを扱うために、ncdf4 のパ

ッケージをインストールする。 

 

   

   

 

Japan（Tokyo）

を選択 
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（５）R で netCDF ファイルを開くには「nc_open()」というコマンドを使う。 

 

  

 

※nc_open()コマンドの（）内では入力する netCDF ファイルのディレクトリと名前を指定

する。今回の例ではデスクトップに置いていた ccb_Amon_MIROC5.nc のファイルを入力

した。また入力したいファイルのディレクトリを調べるためには、入力するファイルを右ク

リックして「プロパティ」をクリックすると、「場所」の欄にそのファイルのディレクトリ

が書かれている。（＼を/に置き換えることを忘れずに） 

 

（６）print()コマンドで netCDF ファイルの中身を知ることができる。 

   （linux でいう ncdump -h と同じようなもの） 

 

   

 

実行すると下のような文がかかれている。 

 

 

 

図中の「float」と書かれている箇所の右隣にあるものがこのファイルの変数である。 

今回の場合、「ccb」という変数が格納されている。また変数の右にあるもの（今回の場合、

lon, lat, time）は、その変数の次元を示している。 
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2.2 データを加工する 

（１）抽出したいデータの変数を指定するために ncvar_get()コマンドを使う。 

  

※ 「 <- 」で変数 var が定義され、そのなかに”ccb”のデータが入る。 

 

（２）抽出した変数の次元数を確認する → dim()コマンド 

   

※今回の場合、変数（ccb）の次元数は lon(緯度情報)が 256 個、lat(経度情報)が 128 個、

time(時間情報)が 63 個あることが確認できる。 

 

（３）次元を指定して、その時の変数の値を取得してみる。  

例えば lon が 12、lat が 28、time が 55 の変数の値を取得してみると、 

   

と表示される 

 

また lon が 12、lat が 28 におけるすべての time のデータを取得しようとすると、 

  

と表示される。 

 

（４） 緯度、経度、時間の情報を確認する。 

latarr <- ncvar_get(nc, "lat") 

lonarr <- ncvar_get(nc, "lon") 

timarr <- ncvar_get(nc, "time") 

で緯度、経度、時間の情報を変数 lonarr, latarr, timarr に抽出する。 

lon[12] 

と打てば、12 番目の経度の値が表示される。 
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2.3 CSV ファイルを出力する 

（１）まず CSV ファイルに出力したいデータを定義する。 

今回は例として lon が 12、lat が 28 におけるすべての time の変数を取り出すことにしま

す。（2.2（３）で用いた例と同じ） 

  

※ 何かを定義するときは 「 <- 」という文字を使います。 

今回の場合、lon が 12、lat が 28 におけるすべての time の変数を T と定義しています。 

 

 

（２）（１）で定義した変数を CSV ファイルに出力する。 

CSV ファイルとして出力するときには「write.csv()」というコマンドを用います。 

  

 

※今回の場合（１）で T と定義した変数を CSV ファイルとして、PC のデスクトップに

「20200327」という名前を付けて出力しています。 

 

これで CSV ファイルが作成されます。 

実際に作成したファイルを確認すると、、、 

 

 

 

 

こんな感じになります。 

A 列に time、B 列にその時の変数が書かれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 


